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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公表番号】特表2020-507702(P2020-507702A)
【公表日】令和2年3月12日(2020.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2020-010
【出願番号】特願2019-536140(P2019-536140)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｄ  27/00     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  25/08     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  19/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  11/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｄ   27/00     １０１Ｎ
   Ｆ０４Ｄ   27/00     　　　Ｆ
   Ｆ０４Ｄ   27/00     　　　Ｗ
   Ｆ０４Ｄ   25/08     ３０２　
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３６１Ｃ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３７１Ｆ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３８１Ｄ
   Ｆ２５Ｄ   19/00     ５５２Ｂ
   Ｆ２５Ｄ   11/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月30日(2020.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍庫のファン装置であって、
　ファンロータ（１２）を含み、冷凍庫ハウジング（２０，２２）の表面にあるか又は当
該冷凍庫ハウジング（２０，２２）内にあるファンモータ（１０）であって、空気入口（
１６）と、冷凍庫熱交換器（１５）と冷凍庫圧縮機（１４）のいずれか一方または両方と
、空気出口（１８）との間の空気ダクト内において設けられることが可能な、ファンモー
タ（１０）、
　を備え、前記ファンモータ（１０）は、前記冷凍庫の機器に、給電線と制御線のいずれ
か一方または両方を介して接続自在である、冷凍庫ファン装置において、
　前記ファンモータ（１０）は、動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方ま
たは両方の関数として動作速度が制御されるか又は制御可能である、速度制御自在なブラ
シレス直流モータとして実現されていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方または両方を生成するように
、前記冷凍庫の使用冷却空間に割り当てられた、温度センサ手段（２６）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
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【請求項３】
　請求項２に記載の冷凍庫ファン装置において、前記温度センサ手段（２６）が、前記冷
凍庫圧縮機の動作を制御する圧縮機制御電子部（３０）に割り当てられていることを特徴
とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、前記ファンモータ
の直流動作電圧が、前記冷凍庫圧縮機に割り当てられた又は割り当てられることが可能な
モータ電子機器（３８）により生成可能であるか又は当該モータ電子機器（３８）から導
き出すことが可能であることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の冷凍庫ファン装置において、前記モータ電子機器が、印加された電源
網交流電圧を仲介直流電圧に電圧変換する手段（３８）を含み、
　前記仲介直流電圧は、前記ファンモータの前記直流動作電圧を生成するように配線され
ていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　割り当てられた又は割り当てられることが可能な前記冷凍庫圧縮機に作用する遅延手段
であって、起動信号と動作開始信号のいずれか一方または両方に応答して、前記ファンモ
ータが、前記冷凍庫圧縮機の起動よりも所定時間前に起動されることを可能にするように
構成された、遅延手段、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の冷凍庫ファン装置において、前記遅延手段は、前記所定時間が1秒～3
60秒であるように構成され、さらに、または代わりに、設計されていることを特徴とする
、冷凍庫ファン装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記ファンモータ（１０）に割り当てられて速度の検出と監視のいずれか一方または両
方を行う速度検出・監視手段であって、動作不良を検出し、あるいは、さらに又は代わり
に、表示するように構成された、速度検出・監視手段（３２）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項９】
　超低温冷凍庫（２０）であって、
　少なくとも１つの冷凍庫圧縮機（１４）と、
　前記冷凍庫圧縮機及び当該冷凍庫の冷却回路熱交換器（１５）に割り当てられた、請求
項１から８のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置と、
　公共電源網に接続されるように設計された電圧供給機器（３８）であって、商用電源公
称交流電圧としての85 V～264 Vの商用電源交流電圧用に構成され、前記冷凍庫ファン装
置の直流動作電圧を提供する、電圧供給機器（３８）と、
　を備える、超低温冷凍庫（２０）。
【請求項１０】
　請求項９に記載の冷凍庫において、前記冷凍庫ファン装置は、冷却される前記使用冷却
空間の目標冷却温度での当該冷凍庫の冷却モード時の前記ファンモータの前記動作速度が
、前記冷凍庫圧縮機による前記使用冷却空間の冷却途中のファン速度に比べて低減される
ように、設計及び構成されていることを特徴とする、冷凍庫。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２５】
　図１のブロック図には、さらに、エラー又は状態情報を出力するための、構成要素３６
の形態の対応する状態又は信号機能が描かれている。入力側には電圧変換部３８が、公共
商用電源の様々な（特には、各国の）商用電源交流電圧環境への適合化のために形成され
ている。力率改善（ＰＦＣ）機能（図示せず）が追加された当該電圧変換部３８は、（50
～60 Hzの典型的な商用電源周波数で）約100～約240 V（交流）の幅広い入力範囲の商用
電源交流電圧を390Vの直流電圧に変換する。本発明の一実施形態において当該直流電圧は
、前記ファンモータ制御部を動作させるのにも用いられることができる。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　冷凍庫のファン装置、特には超低温冷凍庫用の冷凍庫ファン装置であって、
　ファンロータ（１２）を含み、冷凍庫ハウジング（２０，２２）の表面にあるか又は当
該冷凍庫ハウジング（２０，２２）内にあるファンモータ（１０）であって、空気入口（
１６）と、冷凍庫熱交換器（１５）と冷凍庫圧縮機（１４）のいずれか一方または両方と
、空気出口（１８）との間の空気ダクト内において設けられることが可能な、ファンモー
タ（１０）、
　を備え、前記ファンモータ（１０）は、前記冷凍庫の機器、特には前記冷凍庫圧縮機と
冷凍庫制御電子機器のいずれか一方または両方に、給電線と制御線のいずれか一方または
両方を介して接続自在である、冷凍庫ファン装置において、
　前記ファンモータ（１０）は、動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方ま
たは両方、特には、割り当てられた又は割り当てられることが可能な前記冷凍庫圧縮機の
動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方または両方の関数として動作速度が
制御されるか又は制御可能である、速度制御自在なブラシレス直流モータとして実現され
ていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様２〕
　態様１に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方または両方を生成するように
、前記冷凍庫の使用冷却空間に割り当てられた、温度センサ手段（２６）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様３〕
　態様２に記載の冷凍庫ファン装置において、前記温度センサ手段（２６）が、前記冷凍
庫圧縮機の動作を制御する圧縮機制御電子部（３０）に割り当てられていることを特徴と
する、冷凍庫ファン装置。
〔態様４〕
　態様１から３のいずれか一態様に記載の冷凍庫ファン装置において、前記ファンモータ
の直流動作電圧が、前記冷凍庫圧縮機に割り当てられた又は割り当てられることが可能な
モータ電子機器（３８）により生成可能であるか又は当該モータ電子機器（３８）から導
き出すことが可能であることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様５〕
　態様４に記載の冷凍庫ファン装置において、前記モータ電子機器が、印加された電源網
交流電圧を仲介直流電圧に電圧変換する手段（３８）を含み、好ましくは力率改善の手段
をさらに含み、
　前記仲介直流電圧は、前記ファンモータの前記直流動作電圧を生成するように配線され
ていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様６〕
　態様１から５のいずれか一態様に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　割り当てられた又は割り当てられることが可能な前記冷凍庫圧縮機に作用する遅延手段
であって、起動信号と動作開始信号のいずれか一方または両方に応答して、前記ファンモ
ータが、前記冷凍庫圧縮機の起動よりも所定時間前に起動されることを可能にするように
構成された、遅延手段、
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　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様７〕
　態様６に記載の冷凍庫ファン装置において、前記遅延手段は、前記所定時間が1秒～360
秒、好ましくは2秒～30秒、さらに好ましくは3秒～10秒であるように構成され、さらに、
または代わりに、設計されていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様８〕
　態様１から７のいずれか一態様に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記ファンモータ（１０）に割り当てられて速度の検出と監視のいずれか一方または両
方を行う速度検出・監視手段であって、特には前記動作温度と使用冷却空間温度のいずれ
か一方または両方に対する前記動作速度の予め定められた又は予め定められることが可能
な比又は比範囲について、当該比が、比閾値を超えているか又は比閾値に達しないことに
応答して動作不良を検出し、あるいは、さらに又は代わりに、表示するように構成された
、速度検出・監視手段（３２）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
〔態様９〕
　超低温冷凍庫（２０）であって、
　少なくとも１つの冷凍庫圧縮機（１４）と、
　前記冷凍庫圧縮機及び当該冷凍庫の冷却回路熱交換器（１５）に割り当てられた、態様
１から８のいずれか一態様に記載の冷凍庫ファン装置と、
　公共電源網に接続されるように設計された電圧供給機器（３８）であって、商用電源公
称交流電圧としての85 V～264 V、特には100 V～230 Vの商用電源交流電圧用に構成され
、前記冷凍庫ファン装置の直流動作電圧を提供する、電圧供給機器（３８）と、
　を備える、超低温冷凍庫（２０）。
〔態様１０〕
　態様９に記載の冷凍庫において、前記冷凍庫ファン装置は、冷却される前記使用冷却空
間の目標冷却温度での当該冷凍庫の冷却モード時の前記ファンモータの前記動作速度が、
前記冷凍庫圧縮機による前記使用冷却空間の冷却途中のファン速度に比べて低減されるよ
うに、特には連続的に及び／又は好適な比例制御曲線に従って低減させられたものとなる
ように又は低減されるように、設計及び構成されていることを特徴とする、冷凍庫。
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